
「茨城県私立中学高等学校保護者会連合会」
（県私学保連）の活動開始
平成22年5月に開催された設立総会により、新しく生まれ変わっ
た本会は、多くの皆様のご協力を得て、初年度に次いで昨年23年
度も本格的な活動を行うことができました。
私学を取り巻く環境は厳しいものがありますが、各校が持ち味
を生かしながら益々発展できるように、県内全体の私学の保護者
会が力を合わせて、本会としての活動をより充実したものにしたい
と思います。
今後とも、各校保護者会のご協力をよろしくお願い申し上げます。

平成22年５月21日、新たな茨城
県私立中学高等学校保護者会が設
立され、その船出に副会長として
１年間山崎前会長にお世話になり、
共に活動してきました。当時、全
てが新鮮であり、行事の度に緊張
感のある素晴らしい活動をさせて頂

きました。
そして、平成23年には会長に就任し、前年の経験を生

かしながら、久松副会長をはじめ神尾・中村両幹事、ま
た事務局のご協力を頂戴しながらその職を勤めさせて頂
きました。皆様に感謝申し上げます。
さて、公立高校無償化による私学への影響は深刻であり、

就学支援金の補助金分の是正にはなったものの、まだ公立
校との格差の開きは非常に大きくなっています。子ども達
の教育現場環境の充実と改善を求めるべく、県私学保連
として昨年12月３日には、全国から各県私学保連の代表者
が一堂に会する私学振興全国大会に参加し、同月７日に
は県議会議長への請願、自民党県連役員・私学振興議員
連盟に陳情、さらに同月13日には県知事・県総務部長への
陳情と、県私学協会と共に積極的に活動しました。
一方11月16日に開催した保護者研修会では、私の近く

の住人で、世界的なオカリーナ奏者であり以前から親交

平成23年度
茨城県私立中学高等学校保護者会連合会

会長　三村　勝則

県私学保連活動を通じて のある宗次郎氏に「公演」という形の「講演」をご依頼
したところ、快諾を頂き実現に至りました。当日は、トー
クとソロ演奏で８曲。１曲目は、オカリーナだけでの演奏。
京都の寺院で奏でた「炎」でした。この曲の完成までの
エピソードを交え、迫力ある演奏をして頂きました。ラ
ストは、私が最も好きな「天空のオリオン」。リハーサル
のあと、控室に出向き演奏の依頼をしてしまったほどでし
た。この曲は、宗次郎氏宅から観る満天の星と風の靡く
情景を描いた作品で、その曲では、ちょっと涙腺が…。
宗次郎氏のオカリーナの音色が会場全体を包み込み、
心がグッと引き込まれ、あっという間に時が経っていま
した。コンサート後、会場の保護者の方々の穏やかな表
情が感じられ、心が痛む出来事が多い中で、このひと時
だけでも癒されて頂けたかなと、感想を持ちました。宗次
郎氏も「気持ちよく演奏できましたよ。」と後日、お会い
した時におっしゃっていました。
善行生徒表彰は、震災でのボランティア活動が目を引
き、自ら被災地へ行った生徒、人命救助・地域への貢献
など、６校、３団体、個人を含め合計66名の生徒達の勇
気ある行動に対し、表彰させて頂きました。この他にも、
数多くの私学に学ぶ生徒達が勇気ある行動を起こし、地
域に貢献してくれたと確信いたします。
最後になりますが、この２年間会員の皆様をはじめ、県
私学保連事務局、私学協会のご支援とご協力により、職
責を果たせたと感じております。今後加盟校の増加と組
織の充実を図り、保護者負担軽減と私学教育環境の整備
に向けた取り組みをすすめ、「教育は私学から」を合い言
葉にさらなる発展を目指す所存です。会員の皆様には、
なお一層のご協力をお願いいたします。

会員　24年4月現在　25保護者会

明秀学園日立高校・茨城キリスト教学園高校・茨城キリスト教学園

中学校・大成女子高校・常磐大学高校・茨城高校中学校・水戸女子

高校・水戸啓明高校・水城高校・水戸葵陵高校・水戸英宏中学校・

清真学園高校中学校・鹿島学園高校・岩瀬日本大学高校・つくば国

際大学高校・霞ヶ浦高校・土浦日本大学高校・土浦日本大学中等教

育学校・東洋大学附属牛久高校・愛国学園大学附属龍ヶ崎高校・江

戸川学園取手高校中学校・常総学院高校中学校・聖徳大学附属取手

聖徳女子高校中学校・茗渓学園中学校高校・つくば秀英高校

昭和57年、全国私学父母の会と協調し、父母自身の問題を父母の立
場で解決する場を求めて茨城県私学父母の会（平成19年名称変更　茨
城県私立中学高等学校保護者会連合会　略称　県私学保連）が発足し
て以来、茨城県私学協会、県私学保連、茨城県高等学校PTA連合会私
学部会（略称　私学部会）の私学三団体が連携・協調して私立中学高
等学校等経常費等助成に関する陳情・請願等の活動をしてまいりました。
平成22年５月、業務の整理統合による効率化を図り、全国組織をは

じめとする関係団体との連携を強化するために、私学部会を発展的に
解消して県私学保連と統合し、新「茨城県私立中学高等学校保護者会
連合会」が設立されました。
各学校が「建学の精神」を掲げ、それぞれの持ち味を生かしながら協

調し、生徒にとってより良い教育環境を確保・整備していくことが、茨
城県全体の教育力を向上させることと確信しており、県私学保連もその
一翼を担うため、今後ともさらに協力していくことが使命と考えます。

「県私学保連」とは
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私学助成 教育費の公私間格差を是正して将来を担う子供たちの教育環境の充実を！

私学助成とは？

私学助成の主なものが「経常費補助金」です。
平成23年度は高校生１人当たり330 ,323円・中
学生１人当たり301 , 487円の補助金が私立学校に
交付されました。

（単位：円）

校種別 区　分 21年度 22年度 23年度

高等学校	
（全日制）

国庫補助金 52,743 52,743 52,905

地方交付税 250,200 258,400 262,900

県単独補助 24,650 18,184 14,518

合　計 327,593 329,327 330,323

中 学 校

国庫補助金 45,772 45,772 46,087

地方交付税 247,900 253,100 255,400

合　計 293,672 298,872 301,487

茨城県私学助成単価の推移

高校生１人当たり
330,323円は

国庫補助金 52,905円
地方交付税 262,900円
県単独補助 14,518円

中学生１人当たり
301,487円は

国庫補助金 46,087円
地方交付税 255,400円

その他
・「私立高等学校等授業料減免事業」
・「私立学校特色ある教育推進事業」等を行う
学校に対して補助金が交付されています。

教育費の公私間比較

茨城県高等学校初年度納付金の公私比較
（年額）

県私学振興室資料
（単位：円）

平成23年度 私立高校 公立高校 私／公

授 業 料 182,504 0

入 学 金 192,957 5,650

施設設備費 300,482 0

初 年 度
納 付 金 675,943 5,650 倍

119.6

私立高校授業料は高等学校等就学支援金の一
律支給分（118 ,800円）を控除した額。

公立高校の5.59倍であった公私間の格差が公立
高校授業料無償化・私立高等学校等就学支援金が
実施された現在は

この制度は保護者の学費負担軽減に
一定の成果を果たしたが、公私間の
格差が約120倍に増大。制度の改善
が急務。

私立高等学校
等就学支援金

○支給額 ・全生徒（県立の授業料相当額）
・年収 250 万円〜 350 万円未満程度
・年収 250 万円未満程度

118,800 円
178,200 円
237,600 円

／年
（1.5 倍）
（2倍）
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教育費の公私間格差を是正して将来を担う子供たちの教育環境の充実を！
23年度の私学助成活動を紹介します。

12月７日私学協会の役員とともに県私学保連役員４
名が県議会議事堂自民党議員室において県議会議長へ
の私学助成に関する請願を、12月13日知事応接室にお
いて県知事への陳情を行いました。

12月２日東京都日比谷公会堂にて「私学振興全
国大会」が開催され、本県からは役員校の保護者
22名が参加しました。当日は、政府・与野党国会
議員14名にご来臨賜り、全国から2,000名を超え
る私立学校関係者が集い、盛会となりました。閉
会後は代表者が衆参議員会館において県選出国会
議員に陳情を行いました。

要望事項

　１．経常費補助金について
　２．授業料等減免制度について
　３．激甚災害に対処する特別財政援助の補助率の引き上げについて
　４．スクールカウンセラー及び教職員研修費にかかる補助金について
　５．教職員退職手当助成金に係る補助金について
　６．私立中学校の助成について

県議会議長への請願・知事への陳情

私学振興全国大会

請願審査結果通知書

12月20日付で県議会議長
から「請願が平成23年度第
４回定例会において採択さ
れました」という通知があ
りました。
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問い合わせ先
　取扱代理店㈱ トータルマネージメント

	 TEL 029－302－6255
　AlU 保険会社水戸支店

	 TEL 029－226－6171

ホテルポールスター札幌
に於いて、「魅力ある私学
を支えるために−がんばろ
う！日本、がんばれ！東北
−」をテーマとして「総会・
研修会」が開催され、高校
生部活動発表及び、「最近の薬物乱用防止対策について」
その他の講演がありました。本県から、三村会長・淺岡
副会長・久松副会長・神尾幹事・中村幹事が出席しました。

総 会 ・研 修 会

さいたま市のラフレさいたまに於いて「関東地
区代表者会・研修会」が開催され、西村俊彦先
生による「思春期の中高生と歩む」を演題とす
る講演がありました。また、本県の久松副会長
より、「PTA活動の活性化」が研修協議テーマ
として提示され、各県各校の事例紹介や活発な
意見交換が行われました。なお本県から、三村
会長・淺岡副会長・久松副会長・神尾幹事・中
村幹事が出席しました。

関東地区代表者会・研修会

24年度の予定をお知らせします。

「生徒総合保障制度」のご案内

編 集 後 記

授業中、課外活動中、通学途上、またはプライベー
トな時間においてケガをした場合、第三者に損害を
与えた場合の補償、保護者が事故やケガで万一の場
合の育英費用について補償する制度です。

　『私学いばらき』第２号をお届けいたします。県私
学保連の活動が少しでもご理解頂ければ幸いです。
発行に際しまして、ご協力を頂いた事務局、関係者の
皆様にお礼申し上げます。	 （N）

県私学保連から生徒・保護者の皆様へ安心をお届け

23年度　日本私立小学校中学校高等学校保護者会連合会

▶	 ６月	 13日	（水）	 総会・教育懇談会

▶	11月	 15日	（木）	 研修会・善行生徒表彰

▶	11月	 22日	（木）	 請願陳情打合せ会議

▶	12月	 ４日	（火）	 私学振興全国大会
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平成23年度　県私学保連研修会・善行生徒表彰
11月16日ホテルレイクビュー水戸に於いて、研修会を開催し
ました。今回は、三村会長の提案により、オカリーナ奏者宗次
郎氏によるお話とオカリーナ演奏を聴かせて頂き、とても文化
的な時間を参加者一同楽しく過ごすことができました。

23年度は、会長の英断により、各校からご推薦頂いた生徒全
員を表彰いたしました。多数のため、学校名・お名前・団体名
のみご紹介します。

◦明秀学園日立高等学校………〔緊急時貢献活動〕	小松崎未紗・西野佑理子
◦　　　　同　　　　　………〔緊急時貢献活動〕	菊内翔平
◦水戸短期大学附属高等学校	〔緊急時貢献活動〕	森　智彦・辻井駿亮
◦水戸葵陵高等学校……………〔緊急時貢献活動〕	サッカー部40名・代表　富永正道
◦愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校
　　　　　　　　　　　………〔社 会 福 祉 活 動〕	塚本智華
◦　　　　同　　　　　………〔その 他 の 活 動〕	華道部９名・代表　黒田早紀
◦つくば国際大学高等学校………〔緊急時貢献活動〕	小島寿弥・山田裕太・大野　翼
◦　　　　同　　　　　………〔環 境 整 備 活 動〕	生徒会７名・代表　戸枝沙那江
◦つくば秀英高等学校……………〔その 他 の 活 動〕	久松孝寛

以上　６校　　個人：10名　　団体：３団体　　合計66名

研 修 会

善行生徒表彰
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